
平成２６年度定例総会議事録 
特別非営利活動法人十日町市地域おこし実行委員会 

 

１．総会の種類   定例総会 

２．開催日時及び場所 

（１）開催日時   平成26年6月21日（土曜日）15時～17時 

（２）開催場所   池谷分校 体育館           

３．正会員数及び出席正会員数 

（１）組合員数   33人 

（２）出席正会員数 22人（本人出席19人、委任状出席3人） 

４．議長の氏名 

  濱坂都 

５．議事録の作成に係る職務を行った者の氏名 

  増田明弘 

６. 議事録署名人 

   曽根武、庭野功  

７．議長選任の経過 

    定刻に至り司会曽根一真が開会を宣し、続いて代表理事山本が挨拶を行った。司会曽根より、

議長濱坂が選任され、議長濱坂は、本日の臨時総会は定足数を満たしたので有効に成立する旨を

告げた。事務局長多田が本日の出席者紹介を行った後、議案の審議に入った。 

  ８．議事経過の要領及びその結果（議案別の議決の結果、可決、否決の別及び賛否の議決権数） 

 

■第１号議案 平成25年度事業報告の件 

 事務局長多田より、平成25年度事業報告があり、続いて里山プロジェクト統括支援員の 

 高橋より、平成25年度の事業報告があった。 

 

■第２号議案 平成25年度決算報告の件 

  事務局長多田より、平成25年度の決算報告があり、続いて監事海津より監査報告があり、 

適正に執行され、法令定款に違反する重大な事実がないことの報告がなされた。 

 

■第３号議案 平成26年度事業計画の件 

   事務局長多田より、平成26年度事業計画の説明があった。 

 

■第４号議案 平成26年度収支計画の件 

   事務局長多田より。平成26年度収支計画の説明があった。 

 

■質疑応答 

・受託事業は、財政的には豊かになるが、あくまでも地元の農家の方が活動できるような、 

 農産物の販売高があがるような配慮をし活動していただきたい。（中島峰広） 

 

・池谷入山事業と里山事業があり、実行委員会としてひとつの会計なのだが、里山独自の計画 

と総括はないのか？（安保寿隆） 

⇒里山は部門別でみればわかる形となっている。（多田事務局長） 

３年後というのは何か意味があるのか？ 

 ⇒村の方がもう２～３年たったらという区切りで話をするため（山本代表理事） 

 

   ・試作品で１４品目とあるが、今すぐ開発できるものがあるか？（橋本和夫） 

     ⇒おかゆが製品化済。他は加工所を今年建設する前提で作っていた為、今すぐ開発できる 

ものはない。（増田明弘）池谷ハーブティーについては今すぐ開発可能（多田事務局長） 

 



 

 

   ・受託している事業の細かいことは書いてあるが、通常は（こういった場では）ほとんど書か 

ない内容である。受託と自主事業が混じっているように見える。もうちょっとグラフにし、 

『見える化』して、その下位項目としてランクを下げて説明するなど、受託事業が、 

あたかも実行委員会がやってるように見えるので、整理してほしい。（高野光世） 

 

   ・受託事業については別にならないものか？ 集落主体に動いている実行委員会の実際の姿が 

    わからない。 受託事業は重要かと思うが、そこをはっきりさせてほしい。（中島峰弘） 

 

   ・理事に入っているが、地域おこし実行委員会に、里山が入っていると全然内容がわからない。 

地域おこしは、農業の収入を上げてもらうのが一番だと思うので、農業は農業の方を別個に 

やってもらいたい。（曽根イミ子） 

 ⇒市との協働プロジェクトをやっていて、月２回里山事務所へ行って合同会議を開いてい 

る。 池谷事務所本体で大きな手間暇をかかっているというわけではない。 

（多田事務局長） 

    

   ・理念に対して受託事業がどういう関係にあるのかを簡単に説明していただくとわかりやす 

い。（濱坂都） 

 

   ・自主事業・受託事業 ある程度仕訳をしながら、どっちに比重を置いて自主事業について話 

した方がわかりやすい。 話を聞いていると非常に受託事業の重みが大きい。 説明をする時 

にも工夫をした方がいい。 事業計画書についても受託事業分は事業として位置づけ、比重 

の置き方を考えると皆さんの理解を得られるのではないか？（大津善彦） 

     ⇒農業だけでは食べていけない現実がある。 同じ条件できてもらっても若者はこない。  

      兼業部門は受託事業をやるのは非常にいい仕組みではないかと思っている。 そこの所 

      も理解していただければ。（山本代表理事） 

 

   ・プレゼン資料が、パワーポイントをそのまま張り付けたままで、かえってわかりづらい。 

 総会用のきちんとした議案書としては、省略できるものがたくさんある。ぱっと見何をやっ 

 ているのかわからない。『見える化』しわかりやすい事業計画を作ってほしい。（高野光世） 

 

   ・池谷入山は独自の精米所を持ち販売もしている完成された農業である。 協力隊のあり方や 

    学校給食では実行委員会に指導をいただいて助かっている。（橋本和夫） 

 

   ・議事録の記録はしているのか？（石井篤）⇒ 記録しています。（増田明弘）    

 

  以上ですべての議案の審議を終了したので議長は退任の挨拶を行い、17時に閉会した。 

 

  平成26年6月27日 

議事録署名人 署名欄                            

 

 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 印 

 

 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 印 

 

 

   

 


